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セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 




















の、現在は市民たちのきわめて美しい町」（ lautissimum oppidum nunc 
municipum honetissimorum, quondam colonorum）と呼んでいる。皇帝アウグス
トゥス（ガイユス・ユリウス・カエサル・オクタウィアヌス）は、退役軍人
を当地に住まわせて新しい植民都市として造成し、「コロニカ・ユリア・フェ






ムの襲撃によって破壊されたのは 838 年のことである。10 世紀に入って南イ

















図１ セッサ・アウルンカ大聖堂 ファサード 
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 

























1804 年まで、セッサにおいて唯一、洗礼が施される場所であった。  
 大聖堂の中央身廊の右側の端に、復活祭用の大燭台を具えた説教壇が設け




〔 30 〕 
HOC OPVS EST STVDIO PANDVLFI PRESVLIS ACTVM. QVEM LOCET 







HOC PRIVS INCEPTVM PANDVLFVS PRESVL AD APTVM FINEM 






図２ セッサ・アウルンカ大聖堂 説教壇 
 
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
〔 31 〕 
ルイージ・カタラーニが次のような銘文を記録している 8)。 
 
Hoc opus a patribus ceptum jam pluribus annis / Praesulis explevit probitus 






の司教職の期間は 1224 年から 1259 年まで、ジョヴァンニの司教職の期間は
1259 年から 1283 年までと理解され、また説教壇はパンドルフォが司祭の間



















































〔 33 〕 














et loqueris ad eum dicens haec ait Dominus exercituum dicens ecce vir Oriens 




図３ 「ゼカリヤ」「預言者」「シビュラ」 セッサ・アウルンカ大聖堂 














































の国』（De civitate Dei）第 18 巻第 23 章において、ラテン語によって引用し
ている託宣の冒頭部に対応する。 





さまざまな土地と結びつけられ、ローマの文人ウァロ（Marcus Terentius Varro, 
116-27 BC）の『古代の人事と神事』(Antiquitates rerum humanarum et divinarum）
は、ペルシア・リビア・デルポイ・キメリア・エリュトライ・サモス・クマ






〔 36 〕 









80 年頃、第５巻は 120 年代にそれぞれ成立している 25)。第 11 巻以降の諸巻
はユダヤ教的で、成立は９世紀以降と見なされている。 
 さて、アウグスティヌスは『神の国』第 18 巻 23 章において、ラクタンティ



















〔 37 〕 
(Ι) 裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう。 
(Η) 天から、永遠に支配する王が来るだろう。 

















































ニヤ、ダニエルの 13 名である。 
 「預言者シビュラ」（SIBILA P[ROPHETA]）は、西壁の「最後の審判」に
最も近い、北側のスパンドレルに描かれており、彼女が手にしている開かれ





巻 物 に 記 さ れ た 銘 文 は 、 “POST EBDOMADAS SEXAGINTA DVAS 
OCCIDETVR CHRISTVS”（62 週のあとに、油を注がれた者［キリスト］は殺
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
〔 39 〕 





















〔 40 〕 
ちとともに表現されたシビュラ像の解明のために、これらをめぐる中世の文
学的・宗教的伝統について考察しなければならない。 













後代への影響という観点から重要な箇所は、第 11 章から第 16 章までであ





ト 40) は、『主の生誕についての、司教聖アウグスティヌスの説教 第６講話』
（Sermo beati Augusti Episcopi de natale Domini Lectio Sexta）というタイトルを
もっている。 
『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の内容は、第 11 章から第 14 章
までは、ユダヤ人に対して、旧訳の預言者たちの証言を引き合いに出して、
イエス・キリストの正当性を論じるものである。第 11 章ではイザヤとエレミ
ヤの、第 12 章ではダニエルの、第 13 章ではモーセ、ダビデ、ハバククの、
第 14 章ではシメオンとザカリアの言葉がそれぞれ引かれている。そして第
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 




























 『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の第 11 章から第 16 章がヨーロッ
パ中世に与えた影響は、教会における説教に利用されただけに留まらず、こ
のテクストを模範としつつ、12 世紀には『預言者たちの行列』（Ordo 


























ヌスの説教が、サレルノ式に読まれる』（In Nativitatis Nocte post Primam Missama 
legitur Sermo Sancti Augustini Episcopi, More Salernitano）と題されている 47)。こ




〔 43 〕 







































































象について』である 56)。その第 15 巻第３章は「シビュラについて」と題さ
れており、最初に、ウァロの記述に従って、ペルシアのシビュラからティブ


















































































〔 48 〕 
は登場していない。 
 テアーノ大聖堂説教壇の預言者について補足すると、そこに刻まれている





























〔 49 〕 
照している。その最初の部分は次のとおりである。 
 
  怒りの日、その日。 
  この世は砕けて灰となる。 
  ダビデとシビュラが証しする。 
  何と恐れは大きいことか、 
  裁き手がやって来て、 
  すべてが厳しく問われるとき。 
  ラッパが驚くべき音を轟かし、 
  各地方の墓から、 
  万人が玉座の前に集められる。  
  死と自然が終止し、 
  被造物が甦り、 
  裁き手に答える。 
  記された書がもたらされ、 
  そこにすべてが含まれる。 
  そして、この世が裁かれる。 
  裁き手が座るとき 
  隠れていたものはすべて明らかになり、 




（Tommaso da Celano, c.1190-c.1265）の作と伝えられている。制作年は 1220
年から 1250 年の間と考えられる 77)。マールによれば、オーセール大聖堂の
シビュラの近くには、ダビデ王のような冠を被った人物の頭部が見られる。 
 ラン大聖堂のシビュラ像は正面扉口の左側に置かれており、そこには “et 
per saecla futurus”という銘文が記されている。これは、アウグスティヌスが伝
えるエリュトライのシビュラの託宣（アクロスティック）の２行目 “E caelo 
rex adueniet per saecla futurus”（天から、永遠に支配する王が来るだろう）78) の
〔 50 〕 
一部である。また、マールは 14 世紀の例として、アヴィニョンの教皇庁の枢
機卿会議室に描かれたシビュラを挙げている。そこで彼女が手にしている巻
物には “Judicii signum tellus sudore madescet / e caelo rex adveniet per saecla 


























58 年に国王に即位する。彼に対抗して、教皇ウルバヌス４世は 63 年に、フ
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 











動の中心となったのが、フィオーレのヨアキム（Joachim de Floris, Giocchino da 
Fiore, c.1135-1201）の聖書解釈と歴史神学から強い影響を受けた人々（とり
わけ、フランチェスコ会士）である 80)。 







の、自由な愛の時代であり、これは 1260 年から始まるとされた。 
 ヨーロッパの中世は、上述した紀元前後に成立した『シビュラの託宣』と
は別に、シビュラの名を冠した新しい託宣集を生みだした 81)。12 世紀から







〔 52 〕 






















ルマのヨハネス（Giovanni da Parma, c.1209 - 57）とドミニコ会総会長ロマン
















































物は閉じられたままのように見える。前者の巻物には、“CVM VENERIT SCS 






 図６ 「ダニエル」 図７ ｢預言者｣ 
 ラヴェッロ、パラッツォ・ダッフリット ラヴェッロ、パラッツォ・ダッフリット 
 
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
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